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           編 集 後 記

 研究の国際的交流が さかんになるにっれ,欧 丈報告ののぞましさが し

ば しばきかされます。化研報告は各位が邦丈学会誌に発表して来られた

御研究を欧交でまとめ るのに丁度好適な性格をもつ もの と考えています。

発行部数の少いことの不利は別欄の利用で,あ る程度 うめ合すこともで

きましよう。

 今年の前半の刊行はなん とか順調に行 きましたが,な お一層の御麦援

をいただけるよう願上 ます。 (鶴田)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


